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１．女川原子力発電所における東北地方太平洋沖地震

により発生した津波の調査結果および設備被害について

（No.4関連）
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�東北地方太平洋沖地震による津波の調査結果を，平成２３年４月７日に

国へ報告。

１．１ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波調査結果（１／４）
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１．１ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波調査結果（２／４）
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１．１ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波調査結果（３／４）
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１．１ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波調査結果（４／４）
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津波の影響の分析に係る検討の流れ

【敷地内外における津波調査】

敷地内における調査

●痕跡高等の調査

●地盤沈下量の調査

【津波の再現解析】

●観測記録の整理

●津波の周期の分析

【発電所の安全性への影響の分析】

敷地外における調査

●社外機関の痕跡調査，

検潮記録等の整理

●痕跡高等の調査

●各種構造物等の被害の

調査

●砂の堆積，海底の侵食

調査

�津波に係る追加の調査および女川原子力発電所に来襲した津波の再現

解析による分析等を実施し，平成２３年７月８日に国へ報告。

津波の影響分析に係る検討の流れ

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果
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敷地内外における津波調査（１／５）

（１）痕跡高（浸水高，遡上高）等の調査

●女川原子力発電所に来襲した津波の痕跡高（浸水高，遡上高）をGPS測量により把握

●主要な建屋が設置されている敷地前面における遡上高は，最大でO.P. 
※1

約+13.8m
※2

  凡　例

　

　　　　　 痕跡高，遡上高

　

　　　　　 津波の痕跡が認められる位置

 

　　　　　 主要建屋が設置されている敷地

遡上高：O.P.+13.8m

⑧

⑨

※1：O.P.とは，女川の工事用基準面で，

O.P.±0.0mは東京湾

平均海面(T.P.)－0.74mである

※2：地盤沈下量約1mを考慮した値

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果
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●最高水位：潮位計で観測された津波の高さの最高値（標高で表す）

●津波高：津波によって海面が上昇した高さ（ｍで表す）

●浸水高：建屋や設備に残された津波の痕跡の高さ（標高で表す）

●遡上高：海岸から内陸に津波が及んだ高さ（標高で表す）

●浸水域：津波によって浸水した範囲

※痕跡高：浸水高，遡上高を総称

 津  波  高  

最高水位 

基準面（女川原子力発電所工事用基準面等）  

浸水高 

遡上高 

浸水域 

浸水深 

※：４月７日時点では，潮位計で観測された水位の最高値を津波の高さと表現していたが，今回，潮位計で観測された水位から，平常潮

位を差し引いた値を津波高とし，潮位計で観測された水位の最高値を最高水位とした。

敷地内外における津波調査（２／５）

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果
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（２）津波の周期の分析

●女川原子力発電所で観測された津波波形を分析し，津波の主要な周期を把握。津波の主

要な周期は，概ね50分前後

観測された津波波形（模式図）

フーリエ変換

により分解

並び替え

●津波の主要な周期（50分前後）は，発電所周辺の地形等の固有周期とは合致せず，地形

等の影響により顕著な波高の増幅は生じなかったと考えられる。

敷地内外における津波調査（３／５）

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果
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（３）地盤沈下量の調査

●地震に伴う発電所敷地の地盤沈下量を把握するため，GPS測量を

実施

●発電所敷地の地盤は，一様一様一様一様に１に１に１に１ｍｍｍｍ程度沈下程度沈下程度沈下程度沈下していることを確認

 

基準点 No.2  

偏心点 

方位標 

電子基準点：「知立」 

電子基準点：「音別」 

基準点 No.1  

基準点 No.3  

 拡 大  

敷地内外における津波調査（４／５）

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果
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 東北地方太平洋沖地震　津波時水位変化(女川　3月11日15:00～16:00)補正後
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最高水位：O.P.約＋1 3ｍ（ 15:29）  

最低水位：O.P.約－6ｍ以下（ 15:44～15 :46）  

（４）津波の水位

●女川原子力発電所の潮位計で観測された津波の高さ（最高水位）は，

敷地の地盤沈下約１mを考慮すると，O.P.約＋13m(4月7日報告値と

同値）

敷地内外における津波調査（５／５）

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果
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津波の再現解析結果（１／４）

●藤井・佐竹（2011）の40枚断層モデルを基に女川原子力発電所近傍の痕跡高等を

良好に再現する津波の波源モデルを作成

藤井・佐竹の96枚断層モデル(ver.3.1) 藤井・佐竹の40枚断層モデル(ver.4.0)

走向 傾斜角 断層上緑深さ 最大すべり量 ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞMw

193° 14° 3km 20m 8.94

当社で作成した波源モデル(すべり量分布)

独立行政法人建築研究所HPより引用し加筆

 
100km 200km 0 

A

A

女川原子力発電所

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果
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防災科研による海溝近傍のすべり量を説明す

る地震波インバージョンの結果

整合的

当社で作成した波源モデル(すべり量分布)

独立行政法人防災科学研究所HPより引用

●波源モデルの作成に当たっては，社外機関の地震動解析モデル等との整合性を確認

しながら検討

女川原子力発電所

津波の再現解析結果（２／４）

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果
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A

A

■ STEP２ 地殻変動させる

■ STEP３ 波の連続方程式を時々刻々に解いて，発電所への影響を把握

●津波解析の流れ

■ STEP１ すべり分布の作成

気象庁HPより

津波の再現解析結果（３／４）

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果
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再現性の確認

●女川原子力発電所の潮位計で観測された水位と解析で得られた水位は良く一致している

●調査で得られた痕跡高と解析で得られた痕跡高も良く一致している（発電所近傍）

K κ

再現解析の結果 K=1.00 κ=1.04

土木学会(2002)による再現性

の目安

0.95＜Ｋ＜1.05 κ＜1.45

※：Ｋ，κは再現解析と痕跡調査結果との差やばらつきの程度を表す指標
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iii HRK =  

ｎ：地点数，Ri：i番目の地点での観測値(痕跡高)，

Ｈi：i番目の地点での再現解析結果

津波の再現解析結果（４／４）

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果
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発電所の安全性への影響の分析（１／３）

●１号～3号の取水口前面では最低水位O.P.約－7.6m
●数分間程度，水位が取水口敷高を下回ったと推定

●原子炉補機冷却系海水ポンプに必要な海水が1号機では約40分間，2，3号機では約38分，

取水設備内に確保される構造となっていることから，発電所の安全性に影響が無かったこと

を確認

取水設備の概要図（断面図）

 
取水位

-9
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時間（分）
水

位
（
O

.
P
.
m

)

12.97（42.6分）

取水口敷高(O.P.-6.3m) 

数分間 

最高水位：O.P.約＋13m 

最低水位：O.P.約－7.6m 

取水口前面の水位と取水口敷高の関係(2号機の例) 

取水口敷高

海水ポンプ室

取水口

海水ポンプ

：確保される水の範囲

海側

←

取水路

陸側

→

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果

（（（（１１１１））））津波津波津波津波にににに伴伴伴伴うううう水位下降水位下降水位下降水位下降のののの評価評価評価評価
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●女川原子力発電所に来襲した津波に

伴う砂の堆積，海底の侵食状況を測

量により把握

●津波来襲に伴い，0.5ｍ～0.6ｍ程度

の砂の堆積，最大5.5m程度の侵食を

確認

●津波に伴う堆砂により取水口が閉塞

することはなかったことを確認

（原子炉補機冷却系海水ポンプに必要

な海水が継続的に取水可能であった

ことを確認）

津波来襲前後の堆積侵食状況

発電所の安全性への影響の分析（２／３）

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果

（（（（２２２２））））津波津波津波津波にににに伴伴伴伴うううう砂砂砂砂のののの堆積堆積堆積堆積，，，，海底海底海底海底のののの侵食侵食侵食侵食状況状況状況状況
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（３）各種構造物等の被害

●既に女川１号重油貯蔵タンクの倒壊等を確認しているが、更に津

波に伴う構造物等の被害を追加調査

●低い位置（O.P.+2.5m
※

）に設置されている小屋等に浸水による損

傷を確認

●安全上重要な施設に新たな被害が無かったことを確認

※：地盤沈下量約1ｍを考慮した値

発電所の安全性への影響の分析（３／３）

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果

19



Tohoku Electric Power Co., Inc.

●東北地方太平洋沖地震に際して女川原子力発電所に来襲した津波に係

る追加調査および再現解析を実施した。

●女川原子力発電所に来襲した津波を再現する波源モデルを作成した。

●この波源モデルのすべり量分布から，今回の津波は波源が広範囲に渡っ

ており，日本海溝沿いのすべり量が大きい特徴があることが確認された。

●追加調査等により，女川原子力発電所に来襲した津波に伴う水位下降や

砂の堆積等が発電所の安全性に影響を及ぼさなかったことを確認した。

津波調査に係るまとめ

１．２ 東北地方太平洋沖地震により発生した津波の追加調査および再現解析結果
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設備名称設備名称設備名称設備名称 被害概要被害概要被害概要被害概要 原因原因原因原因

１号機

高圧電源盤

常用のＡ系高圧電源盤が焼損

（Ｂ系および非常用電源は問題なし）

地震

屋外重油貯蔵タンク 倒壊 津波

原子炉建屋

天井クレーン

走行部の損傷 地震

非常用ディーゼル

発電機

高圧電源盤の焼損による影響で，電圧

調整などに使用している回路が損傷

地震

２号機 補機冷却水系

原子炉補機冷却水Ｂ系および高圧炉心

スプレイ補機冷却水系が浸水

（Ａ系の機能に問題はなし）

津波

� 法令等報告対象事象5件の被害（下表）のうち，津波起因による事象は2件。

（事象の概要については，第１回検討会においてご説明済）

法令等報告対象事象（１／２）

１．３ 津波による被害状況



Tohoku Electric Power Co., Inc.

敷地高さ：１３.８ｍ

（（（（地震前地震前地震前地震前 １４１４１４１４．．．．８８８８ｍ）ｍ）ｍ）ｍ）

１１１１号機重油号機重油号機重油号機重油タンクタンクタンクタンク

（（（（倒壊倒壊倒壊倒壊））））

２号機 原子炉建屋 付属棟

（海水流入）

港湾高さ：２.５ｍ

（（（（地震前地震前地震前地震前 ３３３３．．．．５５５５ｍ）ｍ）ｍ）ｍ）

法令等報告対象事象（２／２）

１．３ 津波による被害状況

22

13m

高高高高ささささ約約約約２２２２．．．．５５５５ｍｍｍｍまでまでまでまで浸水浸水浸水浸水
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水密扉，貫通口止水津

波

対

策

海水ポンプのピット内

設置

2 想定津波高見直しに伴

う防潮堤・防潮壁

3津波の敷地・建屋

内への浸水を防ぎ，

安全上重要な機器

の機能喪失を回避

多様化

1重 2重 3重

※1 女川周辺の地盤沈下（約１ｍ）を考慮 ※2 機器設置位置はプラント毎に異なる

【原子炉建屋】

【タービン建屋】

使用済燃料

貯蔵プール

原子炉格納容器

蓄電池
非常用

電源盤

3

防潮提

約29m
3

余裕のある敷地高

約13.8 m※1

1 4

水密扉

4
貫通部止水

除塵機

海水

ポンプ

4

4重

5

強化

排水ポンプ

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機

《《《《配置配置配置配置イメージイメージイメージイメージ図図図図》》》》
※※※※2

余裕のある敷地高1

●●●●建設建設建設建設時時時時にににに設計設計設計設計したしたしたした「「「「余裕余裕余裕余裕のあるのあるのあるのある敷地高敷地高敷地高敷地高」」」」にににに加加加加ええええ，，，，防潮堤防潮堤防潮堤防潮堤・・・・壁壁壁壁，，，，水密扉水密扉水密扉水密扉などのなどのなどのなどの対策対策対策対策によりによりによりにより巨大津波巨大津波巨大津波巨大津波へのへのへのへの備備備備えをえをえをえを行行行行っていくっていくっていくっていく。。。。

排水ポンプ

5重

多様化

5

防潮壁

2 海水ポンプの

ピット内設置

スクリーン

１．４ 津波への対応

津波津波津波津波にににに対対対対するするするする従来従来従来従来からのからのからのからの備備備備えとえとえとえと福島第一事故福島第一事故福島第一事故福島第一事故をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた対策対策対策対策
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１．４ 津波への対応

●東北地方太平洋沖地震により発生した津波による女川原子力発電所の

安全性に影響を及ぼす被害はなかった。

●東日本大震災以降，福島第一事故から得られた知見や，震災の教訓など

を踏まえた緊急安全対策等を実施。

●その後も，万一の事故の際に，その進展段階に応じてそれぞれ対策を講

じる「深層防護」と、各段階の対策に二重・三重の厚み（多様化・多重化）を

加えることを基本的な考えとし、重要な安全機能をハード・ソフト両面から

強化する取り組みを継続的に実施。

●今後も，新規制基準の要求に満足せず、自主的かつ継続的な安全性向

上に取り組んでいく。

まままま とととと めめめめ
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２．東日本大震災時におけるソフト面

での対応状況および教訓について

（No.11,12,13,14,15関連）

25
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26

発電所対策本部発電所対策本部発電所対策本部発電所対策本部

情報収集及情報収集及情報収集及情報収集及びびびび現場復旧対現場復旧対現場復旧対現場復旧対

応指示応指示応指示応指示

外部外部外部外部・・・・本店対策本部本店対策本部本店対策本部本店対策本部へのへのへのへの

連絡連絡連絡連絡

現場現場現場現場

1号機 高圧電源盤焼損 2号機 原子炉建屋付属棟浸水

中央制御室中央制御室中央制御室中央制御室

≪≪≪≪発電所発電所発電所発電所のののの状況状況状況状況≫≫≫≫

外

部

外

部

外

部

外

部

・・・・

本

店

対

策

本

部

本

店

対

策

本

部

本

店

対

策

本

部

本

店

対

策

本

部

連

携

連

携

連

携

連

携

し

て

し

て

し

て

し

て

対

応

対

応

対

応

対

応

No.11，12関連

（（（（写真写真写真写真はははは訓練時訓練時訓練時訓練時のののの様子様子様子様子））））
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・・・・発電所情報収集発電所情報収集発電所情報収集発電所情報収集

・・・・外部外部外部外部へのへのへのへの通報連絡通報連絡通報連絡通報連絡

・・・・自動停止後自動停止後自動停止後自動停止後のののの

原子炉等原子炉等原子炉等原子炉等のののの状態確認状態確認状態確認状態確認

▼▼▼▼1号機号機号機号機 タービンタービンタービンタービン建屋発煙確認建屋発煙確認建屋発煙確認建屋発煙確認

・・・・消火活動消火活動消火活動消火活動

中央制御室中央制御室中央制御室中央制御室

発電所発電所発電所発電所

対策本部対策本部対策本部対策本部

現現現現 場場場場

▼▼▼▼対策本部立上対策本部立上対策本部立上対策本部立上げげげげ

▼▼▼▼作業員作業員作業員作業員のののの退避指示退避指示退避指示退避指示

▼▼▼▼高台避難指示高台避難指示高台避難指示高台避難指示 ▼▼▼▼自衛消防隊組織自衛消防隊組織自衛消防隊組織自衛消防隊組織

▼▼▼▼地震発生地震発生地震発生地震発生

▼▼▼▼津波襲来津波襲来津波襲来津波襲来

・・・・作業員退避作業員退避作業員退避作業員退避のためにのためにのためにのために

ゲートバイパスゲートバイパスゲートバイパスゲートバイパス措置措置措置措置 ・・・・地震後地震後地震後地震後のパトロールのパトロールのパトロールのパトロール

・・・・排水作業排水作業排水作業排水作業

▼▼▼▼2号機号機号機号機 原子炉付属棟浸水確認原子炉付属棟浸水確認原子炉付属棟浸水確認原子炉付属棟浸水確認

▼▼▼▼対策本部対策本部対策本部対策本部のののの電源確保電源確保電源確保電源確保

・・・・避難住民避難住民避難住民避難住民のののの受入受入受入受入

▼▼▼▼大津波警報発令大津波警報発令大津波警報発令大津波警報発令

▼▼▼▼作業作業作業作業チームチームチームチーム編成編成編成編成

・・・・冷温停止操作冷温停止操作冷温停止操作冷温停止操作

No.11，12関連
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≪≪≪≪中央制御室中央制御室中央制御室中央制御室のののの状況状況状況状況≫≫≫≫

� 地震発生当初地震発生当初地震発生当初地震発生当初，，，，制御盤制御盤制御盤制御盤のののの手手手手すりにすりにすりにすりに掴掴掴掴

まりながらまりながらまりながらまりながら，，，，原子炉等原子炉等原子炉等原子炉等のののの状態状態状態状態をををを監視監視監視監視。。。。

そのそのそのその後後後後，，，，冷温停止操作冷温停止操作冷温停止操作冷温停止操作にににに移行移行移行移行。。。。

� 原子炉等原子炉等原子炉等原子炉等のののの状態状態状態状態をををを逐次逐次逐次逐次，，，，対策本部対策本部対策本部対策本部にににに

連絡連絡連絡連絡。（。（。（。（津波襲来津波襲来津波襲来津波襲来のののの状況含状況含状況含状況含むむむむ））））

� １１１１号機高圧号機高圧号機高圧号機高圧電源盤発煙電源盤発煙電源盤発煙電源盤発煙

状況状況状況状況やややや２２２２号機原子号機原子号機原子号機原子炉建炉建炉建炉建

屋付属棟屋付属棟屋付属棟屋付属棟のののの浸水状況浸水状況浸水状況浸水状況のののの

現場確認現場確認現場確認現場確認をををを行行行行いいいい，，，，対策本対策本対策本対策本

部部部部にににに報告報告報告報告。。。。

No.11関連
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１１１１号機高圧電源盤焼損号機高圧電源盤焼損号機高圧電源盤焼損号機高圧電源盤焼損 ２２２２号機原子炉建屋付属棟浸水号機原子炉建屋付属棟浸水号機原子炉建屋付属棟浸水号機原子炉建屋付属棟浸水

� 約約約約2.5mのののの浸水浸水浸水浸水

� 浸水浸水浸水浸水したしたしたした水水水水につにつにつにつ

いてはいてはいてはいては，，，，放射能放射能放射能放射能

をををを測定測定測定測定したしたしたした上上上上でででで，，，，

排水排水排水排水

ここまで浸水した

� 地震地震地震地震のののの揺揺揺揺れによりショートしれによりショートしれによりショートしれによりショートし，，，，火災火災火災火災がががが発生発生発生発生

� 自衛消防隊自衛消防隊自衛消防隊自衛消防隊をををを組織組織組織組織してしてしてして，，，，消火活動消火活動消火活動消火活動をををを実施実施実施実施

� 消火活動消火活動消火活動消火活動はははは，，，，現場現場現場現場がががが煙煙煙煙でででで充満充満充満充満しておりしておりしておりしており，，，，

酸素酸素酸素酸素ボンベをボンベをボンベをボンベを背負背負背負背負いながらいながらいながらいながら，，，，交替交替交替交替してしてしてして対応対応対応対応

≪≪≪≪現場現場現場現場のののの状況状況状況状況≫≫≫≫

� 地下地下地下地下３３３３階階階階からからからから地上地上地上地上までまでまでまで汲汲汲汲みみみみ上上上上げるにはげるにはげるにはげるには，，，，

高低差高低差高低差高低差がががが大大大大きくきくきくきく，，，，仮設仮設仮設仮設ポンプポンプポンプポンプ1台台台台だけでだけでだけでだけで汲汲汲汲

みみみみ上上上上げられずげられずげられずげられず，，，，中継用溜中継用溜中継用溜中継用溜めめめめ升升升升をををを設置設置設置設置してしてしてして

排水排水排水排水

No.12関連
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：：：：

通常通信通常通信通常通信通常通信

回線不通時回線不通時回線不通時回線不通時

：：：：

通常通信時通常通信時通常通信時通常通信時

２２２２．．．．１１１１ 東日本大震災時東日本大震災時東日本大震災時東日本大震災時におけるにおけるにおけるにおける発電所発電所発電所発電所のののの対応対応対応対応にににについてついてついてついて（（（（５５５５／／／／５５５５））））
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女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所

ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ

【【【【発電所対策本部発電所対策本部発電所対策本部発電所対策本部】】】】

ﾃﾚﾋﾞﾃﾚﾋﾞﾃﾚﾋﾞﾃﾚﾋﾞ会議会議会議会議ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

【【【【国国国国】】】】

電話電話電話電話

電話電話電話電話 ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ

ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ

ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ

電話電話電話電話

電話電話電話電話

ﾃﾚﾋﾞﾃﾚﾋﾞﾃﾚﾋﾞﾃﾚﾋﾞ会議会議会議会議

ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

ﾃﾚﾋﾞﾃﾚﾋﾞﾃﾚﾋﾞﾃﾚﾋﾞ会議会議会議会議

ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

【【【【本店本店本店本店】】】】

連絡員連絡員連絡員連絡員

発電所外発電所外発電所外発電所外

関係自治体等関係自治体等関係自治体等関係自治体等 衛星系回線端末衛星系回線端末衛星系回線端末衛星系回線端末でででで連絡連絡連絡連絡またはまたはまたはまたは連絡員連絡員連絡員連絡員をををを派遣派遣派遣派遣してしてしてして連絡連絡連絡連絡

国国国国 衛星系回線端末衛星系回線端末衛星系回線端末衛星系回線端末でででで連絡連絡連絡連絡

� 津波津波津波津波によりによりによりにより通常通常通常通常のののの通信回線通信回線通信回線通信回線がががが不通不通不通不通となりとなりとなりとなり，，，，以下以下以下以下のとおりのとおりのとおりのとおり通報連絡通報連絡通報連絡通報連絡をををを実施実施実施実施。。。。

≪≪≪≪発電所対策本部発電所対策本部発電所対策本部発電所対策本部のののの状況状況状況状況≫≫≫≫

衛星系回線衛星系回線衛星系回線衛星系回線

電力電力電力電力保安保安保安保安

通信用通信用通信用通信用回線回線回線回線

通信事業者通信事業者通信事業者通信事業者

回線回線回線回線

【【【【関係自治体等関係自治体等関係自治体等関係自治体等】】】】

※※※※

※※※※

※※※※：：：：初動時初動時初動時初動時におけるにおけるにおけるにおける通報連絡通報連絡通報連絡通報連絡はははは本店本店本店本店がががが対応対応対応対応

No.12関連
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� ３３３３．．．．１１１１１１１１震災時震災時震災時震災時におけるにおけるにおけるにおける当社当社当社当社のののの指揮命令系統指揮命令系統指揮命令系統指揮命令系統はははは，，，，これまでのトラブルこれまでのトラブルこれまでのトラブルこれまでのトラブル対応対応対応対応やややや訓練訓練訓練訓練

でででで得得得得たたたた経験経験経験経験をををを活活活活かしかしかしかし，，，，発電所発電所発電所発電所はははは現場対応現場対応現場対応現場対応にににに専念専念専念専念，，，，本店本店本店本店はははは発電所発電所発電所発電所をををを支援支援支援支援するとのするとのするとのするとの

基本的基本的基本的基本的なななな考考考考えにえにえにえに基基基基づきづきづきづき対応対応対応対応。。。。

� 指揮命令系統指揮命令系統指揮命令系統指揮命令系統にににに大大大大きなきなきなきな混乱混乱混乱混乱はなくはなくはなくはなく，，，，全社体制全社体制全社体制全社体制でででで発電所発電所発電所発電所のののの復旧対応復旧対応復旧対応復旧対応をををを支援支援支援支援。。。。

発電所発電所発電所発電所 本店本店本店本店

本店対策本部本店対策本部本店対策本部本店対策本部

原子力班原子力班原子力班原子力班

総務班総務班総務班総務班

資材班資材班資材班資材班

電力電力電力電力ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ班班班班

そのそのそのその他各班他各班他各班他各班

支援対応検討支援対応検討支援対応検討支援対応検討・・・・実施実施実施実施

発電所対策本部他発電所対策本部他発電所対策本部他発電所対策本部他

・・・・原子炉冷温停止対応原子炉冷温停止対応原子炉冷温停止対応原子炉冷温停止対応

・・・・現場状況現場状況現場状況現場状況のののの確認確認確認確認

・・・・外部外部外部外部へのへのへのへの通報連絡通報連絡通報連絡通報連絡

・・・・現場復旧対応現場復旧対応現場復旧対応現場復旧対応

----１１１１号機号機号機号機 高圧電源盤焼損高圧電源盤焼損高圧電源盤焼損高圧電源盤焼損

----２２２２号機号機号機号機 原子炉建屋付属棟浸水原子炉建屋付属棟浸水原子炉建屋付属棟浸水原子炉建屋付属棟浸水

発電所情報発電所情報発電所情報発電所情報のののの

連絡連絡連絡連絡

ヘリコプターによるヘリコプターによるヘリコプターによるヘリコプターによる

救援物資補給救援物資補給救援物資補給救援物資補給などなどなどなど

※※※※：：：：発電所情報発電所情報発電所情報発電所情報をををを

整理整理整理整理しししし，，，，本店本店本店本店

内内内内でででで共有共有共有共有

（（（（情報情報情報情報のののの錯綜防止錯綜防止錯綜防止錯綜防止））））

・・・・情報整理情報整理情報整理情報整理※※※※

No.13，14関連
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教訓内容教訓内容教訓内容教訓内容 対対対対 策策策策

国国国国とのとのとのとの連携強化連携強化連携強化連携強化 社内社内社内社内にににに「「「「原子力施設事態即応原子力施設事態即応原子力施設事態即応原子力施設事態即応センターセンターセンターセンター」」」」をををを設置設置設置設置

複数号機同時発災複数号機同時発災複数号機同時発災複数号機同時発災したしたしたした際際際際のののの体制構築体制構築体制構築体制構築 発電所対策本部発電所対策本部発電所対策本部発電所対策本部のののの号機専任体制号機専任体制号機専任体制号機専任体制をををを構築構築構築構築

原子力災害時原子力災害時原子力災害時原子力災害時のののの対応手順対応手順対応手順対応手順

①①①①対応手順対応手順対応手順対応手順をををを見直見直見直見直しししし，，，，充実化充実化充実化充実化

②②②②防災訓練防災訓練防災訓練防災訓練をををを通通通通してしてしてして，，，，対応手順対応手順対応手順対応手順をををを検証検証検証検証

現場作業員現場作業員現場作業員現場作業員とのとのとのとの連絡手段連絡手段連絡手段連絡手段のののの確保確保確保確保 無線機無線機無線機無線機のののの追加配備追加配備追加配備追加配備

原子力災害原子力災害原子力災害原子力災害およびおよびおよびおよび広域停電広域停電広域停電広域停電のののの同時発災時同時発災時同時発災時同時発災時におにおにおにお

けるけるけるける体制整備体制整備体制整備体制整備

本店対策本部本店対策本部本店対策本部本店対策本部のののの体制構築体制構築体制構築体制構築

（（（（原子力災害対応原子力災害対応原子力災害対応原子力災害対応とととと広域停電対応広域停電対応広域停電対応広域停電対応のののの分任分任分任分任））））

原子力災害対策原子力災害対策原子力災害対策原子力災害対策のののの支援支援支援支援をををを行行行行うううう施設施設施設施設

災害災害災害災害がががが発生発生発生発生したしたしたした発電所発電所発電所発電所のののの後方支援後方支援後方支援後方支援をををを行行行行うためうためうためうため，，，，

災害対策支援拠点災害対策支援拠点災害対策支援拠点災害対策支援拠点をををを設置設置設置設置

通信設備通信設備通信設備通信設備のののの信頼性向上信頼性向上信頼性向上信頼性向上およびおよびおよびおよび通信量増強通信量増強通信量増強通信量増強

外部外部外部外部とのとのとのとの通信機能通信機能通信機能通信機能のののの多重化多重化多重化多重化・・・・多様化多様化多様化多様化のためのためのためのため，，，，

統合原子力防災統合原子力防災統合原子力防災統合原子力防災ネットワークをネットワークをネットワークをネットワークを整備整備整備整備

No.15関連
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国国国国・・・・自治体自治体自治体自治体

本店対策本部本店対策本部本店対策本部本店対策本部

災害対策支援拠点災害対策支援拠点災害対策支援拠点災害対策支援拠点

原子力災害対応本部

原子力施設事態

即応センター

統合防災統合防災統合防災統合防災

ネットワークネットワークネットワークネットワーク

（（（（

原

子

力

災

害

対

応

原

子

力

災

害

対

応

原

子

力

災

害

対

応

原

子

力

災

害

対

応

））））

（（（（

広

域

停

電

対

応

広

域

停

電

対

応

広

域

停

電

対

応

広

域

停

電

対

応

））））

輸送中継輸送中継輸送中継輸送中継およびおよびおよびおよび出入管理等出入管理等出入管理等出入管理等のののの拠点拠点拠点拠点としてとしてとしてとして活用活用活用活用

� 本店本店本店本店ビルビルビルビル

� 石巻石巻石巻石巻ヘリポートヘリポートヘリポートヘリポート（（（（当社施設当社施設当社施設当社施設））））

物資物資物資物資・・・・人員人員人員人員

のののの手配手配手配手配

支援支援支援支援

１１１１号機号機号機号機 ２２２２号機号機号機号機 ３３３３号機号機号機号機

同左同左同左同左 同左同左同左同左情報班情報班情報班情報班 ････････････

女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所

発電所対策本部

中央制御室中央制御室中央制御室中央制御室

現場現場現場現場

無線機

No.15関連

保修保修保修保修班班班班 放放放放射線射線射線射線

管理班管理班管理班管理班
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３．事業者による防災訓練の充実化について
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≪≪≪≪総合訓練総合訓練総合訓練総合訓練≫≫≫≫

震災以降震災以降震災以降震災以降はははは，，，，対応要員対応要員対応要員対応要員のののの能力向上能力向上能力向上能力向上をををを図図図図るためるためるためるため，，，，訓練訓練訓練訓練シナリオシナリオシナリオシナリオ等等等等のバリエーションをのバリエーションをのバリエーションをのバリエーションを広広広広げてげてげてげて実施実施実施実施

≪≪≪≪要素訓練要素訓練要素訓練要素訓練≫≫≫≫

総合訓練以外総合訓練以外総合訓練以外総合訓練以外にもにもにもにも，，，，現場対応力向上現場対応力向上現場対応力向上現場対応力向上のためにのためにのためにのために定期的定期的定期的定期的にににに個別個別個別個別のののの要素訓練要素訓練要素訓練要素訓練をををを実施実施実施実施

� 中越沖地震中越沖地震中越沖地震中越沖地震のののの教訓教訓教訓教訓からからからから，，，，巨大地震巨大地震巨大地震巨大地震にににに起因起因起因起因したしたしたした全全全全てのてのてのての交流電源交流電源交流電源交流電源がががが喪失喪失喪失喪失したしたしたした状態状態状態状態をををを想定想定想定想定したしたしたした

運転訓練運転訓練運転訓練運転訓練をををを実施実施実施実施

� 社員社員社員社員自自自自らがらがらがらが対応対応対応対応できるようにできるようにできるようにできるように，，，，実働訓練実働訓練実働訓練実働訓練をををを実施実施実施実施 （（（（夜間夜間夜間夜間・・・・天候天候天候天候不良時不良時不良時不良時にもにもにもにも実施実施実施実施））））

－－－－電源車電源車電源車電源車のののの接続接続接続接続をををを行行行行うううう電源確保訓練電源確保訓練電源確保訓練電源確保訓練

－－－－原子炉原子炉原子炉原子炉へのへのへのへの注水注水注水注水のためにのためにのためにのために消防車消防車消防車消防車のホースをのホースをのホースをのホースを接続接続接続接続するするするする冷却確保訓練冷却確保訓練冷却確保訓練冷却確保訓練

－－－－ホイールローダのホイールローダのホイールローダのホイールローダの重機重機重機重機によるがれきによるがれきによるがれきによるがれき撤去訓練撤去訓練撤去訓練撤去訓練

� 社内関係者社内関係者社内関係者社内関係者によるによるによるによる要素訓練要素訓練要素訓練要素訓練のののの評価評価評価評価をををを実施実施実施実施

震災前震災前震災前震災前 震災後震災後震災後震災後

シナリオシナリオシナリオシナリオ

訓練参加者訓練参加者訓練参加者訓練参加者にににに訓練訓練訓練訓練シナリオのシナリオのシナリオのシナリオの

詳細詳細詳細詳細をををを事前提示事前提示事前提示事前提示してしてしてして訓練実施訓練実施訓練実施訓練実施

訓練参加者訓練参加者訓練参加者訓練参加者にににに訓練訓練訓練訓練シナリオのシナリオのシナリオのシナリオの詳細詳細詳細詳細はははは提示提示提示提示せずせずせずせず，，，，

概要概要概要概要のみのみのみのみ提示提示提示提示してしてしてして，，，，フレキシブルにフレキシブルにフレキシブルにフレキシブルに訓練訓練訓練訓練をををを実施実施実施実施

発災想定発災想定発災想定発災想定 平日平日平日平日のののの発災発災発災発災をををを想定想定想定想定 休日休日休日休日のののの発災発災発災発災もももも想定想定想定想定

評価体制評価体制評価体制評価体制 社内関係者社内関係者社内関係者社内関係者によるによるによるによる訓練評価訓練評価訓練評価訓練評価をををを実施実施実施実施 社外機関社外機関社外機関社外機関によるによるによるによる訓練評価訓練評価訓練評価訓練評価をををを実施実施実施実施
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� 電源確保訓練電源確保訓練電源確保訓練電源確保訓練（（（（高台電源高台電源高台電源高台電源センターでのセンターでのセンターでのセンターでの

電源車電源車電源車電源車によるによるによるによる電源確保電源確保電源確保電源確保））））

� 冷却確保訓練冷却確保訓練冷却確保訓練冷却確保訓練（（（（可搬式可搬式可搬式可搬式ポンプおよびポンプおよびポンプおよびポンプおよび

消防車消防車消防車消防車によるによるによるによる原子炉冷却手段確保原子炉冷却手段確保原子炉冷却手段確保原子炉冷却手段確保））））

� 全全全全てのてのてのての交流電源交流電源交流電源交流電源がががが喪失喪失喪失喪失したしたしたした状態状態状態状態をををを想定想定想定想定

したしたしたした運転訓練運転訓練運転訓練運転訓練

� ホイールローダによるホイールローダによるホイールローダによるホイールローダによる夜間夜間夜間夜間のがれきのがれきのがれきのがれき

撤去訓練撤去訓練撤去訓練撤去訓練


